
　

障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
て

も
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

が
な
い
た
め
、
普
段
、
話
を
聞
く

機
会
の
少
な
い
重
度
障
害
者
の
日

常
生
活
な
ど
を
調
査
し
、
今
後
の

相
談
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
支
援
な
ど

の
基
礎
資
料
を
整
備
す
る
た
め
で

す
。

　

平
成
21
年
5
月
25
日︵
月
︶～
10

月
31
日︵
土
︶

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

︵
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
︶

①
身
体
障
害
者

手
帳
１
･
２

級
、
療
育
手

帳
Ａ
判
定
、

精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手

帳
１
級
の
い

ず
れ
か
を
所

持
す
る
方

②
65
歳
未
満
の
方

③
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
生
活
介
護
、

短
期
入
所
、
移
動
支
援
、
日

中
一
時
支
援
な
ど
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
な
い
方

④
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
方

　

生
活
状
況
、健
康
状
態
、不
安
・

悩
み
・
希
望
な
ど

◆
調
査
状
況

　

4
月
時
点
で
の
調
査
対
象
者
数

は
3
9
4
人
で
し
た
が
、
こ
の
う

ち
2
8
0
人︵
7
割
︶に
、
訪
問
ま

た
は
電
話
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
あ
と
の
3
割

の
方
は
、
連
絡
が
つ
か
な
い
な
ど

に
よ
り
未
調
査
の
方
が
35
人
、
入

院
な
ど
を
理
由
と
し
て
調
査
対
象

か
ら
除
外
し
た
方
が
79
人
で
し
た
。

◆
結
果
分
析

　

訪
問
調
査
で
聞
き
取
っ
た
内
容

を
整
理
･
分
類
し︵
表
１
︶、
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
と
豊
岡
市
障
害

者
福
祉
計
画︵
第
1
期
︶の「
施
策

の
体
系
」と
の
関
連
性
を
検
証
し

ま
し
た︵
表
2
︶。

《年代別》 《家族構成》 《障害者別内訳》

重
度
障
害
者
訪
問
調
査
事
業
の

調
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

　

市
で
は
、
緊
急
雇
用
就
業
機
会
創
出
事
業
に
よ
り
、
重
度
障
害
者

の
訪
問
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、そ
の
調
査
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

︽
問
合
せ
︾
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
☎
24

－

7
0
3
3

目
的

期
間

対
象

内
容

状
況
・
結
果

■表１ ※〔　〕はコメント数（コメントの多い順）
グループ 主な意見

Ａ 悩み・不安なし〔56〕 　特に悩みなし。福祉について、特に希望することはない。日常生活で困るこ
とはない。

Ｂ 福祉サービスに関する不満・
希望〔55〕

　福祉サービスを充実してほしい。ヘルパーの育成と充実。タクシー券を増や
してほしい。有料道路通行料の割引をしてほしい。

Ｃ 経済的な問題・医療費〔49〕 　年金収入のみで経済的に苦しい。ローン返済が大変。医療費が上がったので
困る。年金額を上げてほしい。

Ｄ 仕事に関する希望・悩み ･
不安〔43〕

　自分に適した仕事に就きたい。年金収入が少ないので就労したい。仕事がな
いのが悩み。障害者でも働ける職場を探してほしい。

Ｅ 将来的な不安〔40〕 　家族が高齢になったときが心配。子どもの卒業後の進路が心配。

20歳未満
29人 10％

20代
12人 4％

30代
19人 7％

40代
49人 18％

2人
26％ 肢体不自由

120人 42％

腎臓機能障害
50人 18％

心臓機能障害
35人 13％

聴覚障害
19人 7％

知的障害
23人 8％

視覚障害
16人 6％

運動機能障害
10人 4％ 膀胱直腸機能障害

　　　  　1人 0％

呼吸器機能障害 6人 2％

3人
25％

4人
20％

5人以上
24％

1人 5％

50代
77人 28％

60代
94人 33％
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◆
表
１
に
つ
い
て

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
人
を
対
象
に
調
査
し
た

こ
と
も
あ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
経
済
的
な
不
安
が
多

く
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
仕
事
に

関
す
る
希
望
や
悩
み
も
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

反
面
、
特
に
悩
み
も
な
い
、
周

囲
の
人
の
支
え
に
感
謝
し
て
い
る

と
い
う
人
も
あ
り
、
今
回
実
施
し

た
訪
問
調
査
に
つ
い
て
も
、「
話

を
聞
い
て
も
ら
え
た
だ
け
で
も

良
か
っ
た
」と
感
謝
さ
れ
る
な
ど
、

事
業
と
し
て
良
い
評
価
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◆
表
2
に
つ
い
て

　

調
査
結
果
と
関
連
性
の
高
い
施

策
と
し
て
は
、「
相
談
体
制
・
情
報

提
供
の
充
実
」、「
生
活
支
援
の
充

実
」、「
介
助
家
族
の
支
援
」が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
障
害
者
自
立
支
援
法

が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
3
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
相
談
支
援
や
情

報
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
分

析
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
さ
ら
な
る
情
報

提
供
や
相
談
体
制
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
、
す
べ
て
の
人
が
笑

顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

グループ 主な意見
Ｆ 体的な不安・悩み〔39〕 　身体を自由に動かすことができないのがつらい。将来手術をすることが不安。

Ｇ 病院・医師への不満・要望
〔36〕 　医師の減少に不安。医師の対応が悪い。心療内科の開設。

Ｈ 感謝〔35〕 　家族の存在がありがたい。現状の福祉サービスには満足している。ケアマネー
ジャーには精神的に支えられている。

Ｉ 行政への不満・要望〔35〕 　担当者が入れ代わり立ち代わりで時間がかかる。職員が制度を熟知し、分か
りやすい制度説明をしてほしい。書類や手続きが分かりにくい。

Ｊ 移動・外出〔35〕 　バスの運行路線を増やしてほしい。バスの本数が少ない。透析通院のための
送迎バスを考えてほしい。

Ｋ 透析〔33〕 　透析のできる病院を増やしてほしい。豊岡病院で透析をしてほしい。夜間透析、
週末透析をしてほしい。

Ｌ 人との交流〔32〕 　障害者同士で話せる場、情報交換できる場がほしい。気軽に集える交流会や
催し物をしてほしい。

Ｍ 施設（福祉）に関する要望〔28〕　近くに適切な施設が増えてほしい。重度障害者を受け入れる施設を作ってほ
しい。

Ｎ 施設（公共）に関する不満・要
望〔26〕

　障害者専用駐車場に健常者が止めると困る。障害者用トイレは増えたがまだ
不安である。駅のホームにエレベーターがほしい。

Ｏ 訪問調査〔19〕 　訪問調査を今後も行うべき。話を聞いてもらえるだけで安心。今回の訪問調
査は有意義である。

Ｐ 災害〔19〕 　災害時要援護者支援対策事業の登録はあるが不安。災害時、透析患者はどう
すればよいかという情報を伝えてほしい。

Ｑ 情報提供・相談窓口〔15〕 　広報以外にも情報提供をしてほしい。障害者が活動できる場を教えてほしい。
誰でも気軽に相談できる窓口を作ってほしい。

Ｒ リハビリ〔13〕 　リハビリ施設を作ってほしい。回数を増やしてほしい。
Ｓ 介護に関する不安・悩み〔13〕　介護者がいなくなったときが心配。
Ｔ 障害者への理解〔10〕 　体調の変化を周囲に理解してもらいにくい。
Ｕ 家族に対する気兼ねなど〔8〕 　家族とはいえ、健康面、金銭面のことを言えずにいる。
Ｖ その他 　早く受診すればという悔いは大きい。

■表２
基本理念 基本目標 施　策 グループ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
と
も
に
、

　
　
　
　

す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く

　
　
　
　
　
　
　

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

「自己実現できる」まちづくり
教育の充実
雇用・就労の促進 Ｃ、Ｄ
社会参加・生きがいづくり Ｊ、Ｌ

「人と人が支え合う」まちづくり
広報・啓発 Ｔ
人材育成・確保 Ｂ
ネットワークづくりの推進 Ｌ

「いつどこでも相談できる」まちづくり
相談体制・情報提供の充実 Ｂ、Ｅ、Ｉ、Ｏ、Ｑ
障害の早期発見・早期対応

「地域で生活できる」まちづくり

保健・医療の充実 Ｆ、Ｇ、Ｋ、Ｒ
精神保健施策の推進
生活支援の充実 Ｂ、Ｅ、Ｍ、Ｓ、Ｕ
介助家族の支援 Ｂ、Ｌ、Ｑ、Ｓ、Ｕ

「安全で安心して暮らせる」まちづくり
福祉のまちづくり Ｎ
福祉と環境の調和したまちづくり
防犯・防災対策の推進 Ｐ
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